
AT A GLANCE

事業ポートフォリオ（連結）

財務情報（2026年3月期）

海外売上高
構成比

欧州

5拠点　261名
米州

1拠点　55名

国内

8拠点　1,606名
アジア・オセアニア

13拠点　5,443名

FISHING GOLF RACQUET SPORTS

連結海外売上高

47.5%

フィッシング
事業の海外売上高

53.2%

フィッシング事業

89.3%

ゴルフ事業

4.8%

スポーツ事業

5.6%
その他の事業

0.3%

事業別売上高
構成比

生産・販売拠点数
総拠点数27拠点 7,365名

連結従業員数

グローバル展開

グローブライドは、グローバル展開の拡大を進めるべく、生販一体となったグローバル・マーケティングを強化し、
世界4ブロック戦略（日本、米州、欧州、アジア・オセアニア）を推進しています。現在、日本を含む16の国・地域に
生産・販売拠点を設け、総拠点数は27拠点に広がっています。

連結売上高

1,270億円

連結営業利益

65億円

ROE

8.6%

1株当たり年間配当金

90円
配当性向�37.5%

※億円未満四捨五入

4 5OUTLINE

OUTLINE MANAGEMENT SUSTAINABILITY CORPORATE GOVERNANCE DATA SECTION



創業以来大切にしてきた価値を受け継ぎ、
収益構造と事業基盤を進化させ、
持続的な成長を実現します。

TOP MESSAGE

代表取締役会長執行役員
鈴木	一成

代表取締役社長執行役員
尾ノ上	幸司朗
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MANAGEMENT

持続的な成長を実現します。

代表取締役社長執行役員

新たな経営体制
価値を受け継ぎ、変革を実行する体制へ

――代表取締役会長と新任の代表取締役社長による新たな経
営体制がスタートしました。これまで大切にしてきた価値を
どのように受け継ぎ、今後の経営へつなげていこうと考えて
いますか。

鈴木：新たな経営体制を考えるにあたり、当社が何を受け継
ぎ、何を未来へ発展させていくべきかを見つめ直しました。
その中で中核となったのは、製品やサービスを通じて、お客
様の期待を超える感動を届けるという創業以来の価値です。
2009年に掲げた行動指針「Make it Wow!」は、その思いを
言語化したものであり、創業者が写真館を営んでいた50年
も前の時代から、人生の節目を写真に残して感動を届けてき
た姿勢は一貫しており、この精神はグローブライドの社員一
人ひとりにも受け継がれています。

私自身、営業や釣具店への出向を通じて、その姿勢の大切
さをお客様に近い現場で実感してきました。メーカーの役割
は、自社製品を販売するだけではありません。取引先の商売
繁盛に貢献し、釣り人を育て、釣り文化そのものを広げてい
く。そうした創業以来の考え方を、釣具店の皆様から改めて
教えていただいたと思っています。

そして、新社長の選任にあたり、最も重視したのは「企業
理念の体現力」であり、もう一つが、周囲をまとめていく「人
間力」です。社長は、誰よりも優れているから就くのではな
く、組織のなかで与えられた役割を果たし、皆を一つにまと
めていかなければなりません。尾ノ上社長は、この二つを備
えた人物として、指名・報酬諮問委員会でも客観的な評価を
受け、選任されました。これからは会長として、新たな経営
体制の取り組みを支え、その実行を後押ししていきます。

尾ノ上：鈴木会長から経営のバトンを引き継ぎ、私自身も、
グローブライドがこれまで大切にしてきた価値を受け継ぎな
がら、新しい時代にふさわしい経営を実践していきたいと考
えています。

私は神戸・明石に近い海辺で育ち、幼い頃から父に釣りへ
連れて行ってもらいました。反抗期で父とほとんど口をきか
なかった時期でも、「釣りに行くか」と誘われると一緒に出
掛けていました。港で釣り仲間と楽しそうに語り合う父の姿
を見て、釣りには人と人をつなぐ力があることを自然と学ん
だように思います。

入社後は営業として全国の専門店の皆様に育てていただき、
その後、人事部門での経験も重ねる中で、「人」が会社の力
を決めることを改めて実感してきました。

こうした経験を踏まえ、私が新たな経営体制で取り組む
ことは、大きく三つあります。第一に、行動指針「Make it 
Wow!」のもと、失敗を恐れず挑戦する姿勢を受け継ぎ、社
員一人ひとりが挑戦できる風土を築くことです。第二に、経
営層が率先して「やめる」「決める」を徹底し、意思決定の
スピードを高めて収益性を向上させることです。第三に、対
話を重ねながら部門を超えたチーム力を高めることです。こ
の三つを着実に実行し、当社が受け継いできた価値を事業の
成果へつなげていくことが、私に課せられた役割だと考えて
います。

2026年3月期の総括と
中期経営計画2030	
成長軌道への回帰を確かなものにする
｢収益構造の革新」

――2026年3月期の業績をどのように評価されています
か。また、2027年3月期をどのような一年にしたいとお考
えでしょうか。

鈴木：2026年3月期は、エネルギー価格の高騰や物価高が
家計を圧迫する厳しい環境が続いたものの、世界のアウトド
ア・スポーツ・レジャー市場は緩やかな回復基調となりまし
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サステナビリティ経営

マテリアリティ・優先課題

サステナビリティ基本方針
当社は、ライフタイムスポーツ（人生を豊かにするスポーツ）文化の進化と発展に努め、当社の技術と事業活動を通じて、カーボ
ンニュートラルを目指す脱炭素経営の推進、豊かな森林や水辺の保全、サステナブルな製品・サービスづくり、自然体験を通じ
た環境学習機会の提供、働きがいのある職場環境・人材活躍の推進に取り組み、「人と地球が共に生きる持続可能な社会づくり」
に貢献します。

推進体制
当社は、気候変動や人的資本などのサステナビリティ課題を重要経営課題と位置づけ、担当役員の直下に推進室を設置していま
す。戦略会議で方針を策定し、取締役会が監督します。決定事項は推進会議経由で各部門の経営計画に反映し、加えてコンプラ
イアンス・脱炭素・資源循環・社会貢献・サプライチェーン人権の5つの分科会を設け、全社横断で取り組みを推進しています。

当社として捉えるべき社会課題をSDGs視点で整理し、内部・外部の分析結果から8つのマテリアリティを設定しました。これ
を「ステークホルダーにとっての重要度」と「自社の事業にとっての重要度」の2軸で評価し、これから優先して取り組む5つの優
先課題を特定しました。これらの課題は、サステナビリティビジョン「ライフタイムスポーツ（人生を豊かにするスポーツ）文化
の進化と発展」に沿った取り組みを推進するための最優先項目です。サステナビリティにおけるマテリアリティは、社会や環境
の変化に応じて定期的に見直していきます。

マテリアリティの特定プロセス

当社は、地球を舞台に、人生の豊かな時間を提供する、ライフタイムスポーツカンパニーとして、環境保全活動に積極的に取
り組み、自然とスポーツを愛する世界の人々に貢献してまいります。

環境マネジメントシステム基本理念

（1）当社は、フィッシング・ゴルフ・テニスに関する事業を行う企業であり、環境影響の改善と事業の発展に努めます。
（2）�当社の従業員および当社のために働く全ての人々が、環境マネジメントシステムを運用し、環境方針・目的および目標の達成に向け

た取り組みを継続的に実施していきます。
（3）環境関連の法律および条例等、当社が同意するその他の要求事項を順守します。
（4）�省資源・省エネルギーおよび廃棄物の減量とリサイクル・汚染予防等に積極的に取り組み、地球温暖化防止や生物多様性及び生態系

の保護に努めます。
（5）生産・輸送・販売・使用・廃棄・再利用の全ての段階において、環境に配慮した商品開発を推進します。
（6）�D.Y.F.C（ダイワヤングフィッシングクラブ）の運営を通じて、次世代を担う子どもたちと釣りを楽しみながら、釣り場やイベント会

場等の環境保全を推進します。

活動方針

カーボンニュートラルを目指す脱炭素経営の推進課題1
中長期Scope1・2排出量目標の設定と削減の推進
Scope3排出量の算定
カーボンニュートラルを推進する仕組みづくり

資源循環の推進課題3
サーキュラーエコノミーに向けた活動の推進
プラスチック廃棄物削減の推進
グリーンファクトリーの推進

生物多様性保全の推進課題2 森・川・湖沼・海保全の促進

フィッシング・スポーツ文化の牽引課題4
心身健全なライフスタイルの提案
釣り環境の整備・環境保全
コミュニティー形成

働きがいのある職場環境・人材活躍の推進課題5 働きやすい環境づくり
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スポーツ営業本部

フィッシング生産本部

フィッシング営業本部

一般管理

●�SDGs推進プロジェクトにて事業部門を中心に3つのワーキンググルー
プを組成。

●�SDGs視点から自社のサステナビリティに関する課題認識やあるべき姿
の洗い出し。

自社分析

ベンチマーク調査	 ●競合企業におけるサステナビリティ課題を調査。
外部情報機関調査	 ● �SASB（ESG開示枠組み）、S&P（大手格付機関） 

が挙げたセクター別重要課題を確認。

ステークホルダーを中心とした外部分析

●サステナビリティにおけるマテリアリティ（重要課題）として8つを設定。

マテリアリティ設定

● �8つのサステナビリティ課題について、「ステークホルダーにとっての重
要度」と、�「自社の事業にとっての重要度」の2軸からマッピング。

● 「ライフタイムスポーツ発展への貢献」に向けて、「これから優先して取 	
	 り組む課題」 として5つを特定。

マテリアリティマップ作成（優先課題の特定）

●�サステナビリティの優先課題について、「現在の取り組み」「これからの取
り組み」を整理。

マテリアリティ・優先課題に関する取り組み方針の策定

サステナビリティに関する内部分析

ライフタイムスポーツ
（人生を豊かにするスポーツ）

文化の進化と発展

これから優先して取り組む課題

重点施策

マテリアリティマップ

企業の
透明性・信頼性
の向上

人権の尊重

自社の事業にとっての重要度

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

CSR調達
の推進

働きがいのある
職場環境・人材
活躍の推進

カーボン
ニュートラルを
目指す脱炭素
経営の推進

フィッシング・
スポーツ
文化の牽引

資源循環の
推進

生物多様性
保全の推進

特定したプロセス

グローブライドは、「ライフタイムスポーツ文化の進化と発展」をサステナビリティビジョンに掲げ、人生を豊かにするスポーツ

の楽しさを次の世代へとつないでいくことを目指しています。気候変動や資源循環をはじめとする社会課題に、釣りやスポーツ

を事業とする企業ならではの視点で向き合い、自然と人がともに歩む持続可能な社会づくりに、事業活動を通じて貢献してまい

ります。
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企業情報

事業所一覧

事業所

主要関連会社

本社

東京都東久留米市

国内販売拠点

（株）ワールドスポーツ[東京都]

ウインザー商事（株）[神奈川県]

（株）フォーティーン[群馬県]

海外販売拠点

ダイワ・コーポレーション[アメリカ]

ダイワ・ジャーマニー GmbH

ダイワ・フランスS.A.S．

ダイワ・イタリアS.r.l.

《OOO》ダイワ・ロシア

ダイワ（オーストラリア）Pty.リミテッド

ダイワ・コリアCo.,リミテッド

ダイワ・スポーツ（広州）Co.,リミテッド

ダイワ・キャスティング（広州）トレーディングCo.,リミテッド

ダイワ（ホンコン）Co.,リミテッド

アジア ダイワ（ホンコン）Co.,リミテッド

シンガポール・ダイワPTE.リミテッド

ダイワ・スポーツ（M）SDN.BHD.[マレーシア]

ダイワ・FT・エンタープライズ（タイワン）Co.,リミテッド

国内販売拠点

全国5営業所

［東京、名古屋、大阪、福山、福岡］

国内生産拠点

東京工場（本社）

国内生産拠点

那須ダイワ（株）［栃木県］

海外製造販売拠点

ダイワ・スポーツ・リミテッド[イギリス]

ダイワセイコー（タイランド）Co.,リミテッド

ダイワ・ベトナム・リミテッド

ゾンサン・ダイワ・スポーティンググッズ・リミテッド

トンガン・ダイワ・スポーティンググッズ・リミテッド

その他

（株）デスコ［東京都］

（株）スポーツライフプラネッツ［東京都］

（株）ロジスポ［東京都］

会社情報 社名 グローブライド株式会社 GLOBERIDE, Inc.

本社所在地 東京都東久留米市前沢3丁目14番16号

設立 1958年7月29日（登記上は1945年12月26日）

資本金 41億8,411万円

決算期 3月

従業員  連結 7,365名／個別 861名
国連グローバル・コンパクト

CDP気候変動

生物多様性のための
30by30アライアンス

気候関連財務情報開示
タスクフォース

ジャパンサステナブル
ファッションアライアンス

東京都「スポーツ推進企業」

上場市場 東京証券取引所プライム市場

発行可能株式総数 60,000,000株

発行済株式総数 22,199,300株

株主数 38,029名

社外への賛同・参加

SUSTAINABILITY�REPORT�2026について

役員 代表取締役会長執行役員  鈴木 一成

取締役常務執行役員  大竹 有司

取締役常務執行役員  小林 忍

社外取締役   髙瀬 正子

社外取締役監査等委員  松井 巖

代表取締役社長執行役員  尾ノ上 幸司朗

取締役常務執行役員  谷口 央樹

社外取締役   高橋 智隆

取締役常勤監査等委員  黒澤 敬幸

社外取締役監査等委員  曽我辺 美保子

ESGインデックスへの組み入れ

編集方針
本サステナビリティ報告書では、グローブライド株式会社が社会の持続的な発展に貢献し成長していくために定めている基本
的な考え方、行っている取り組みについての情報を、ステークホルダーの皆様に報告しています。

報告対象
本サステナビリティ報告書は、グローブライド株式会社および連結の国内・海外グループ会社を含むグローバル会社を、報告
対象としています。一部、グローブライド株式会社単体の情報を掲載しています。

参考としたガイドライン
●GRIサステナビリティ・レポーティング・スタンダード　●気候関連財務情報開示タスクフォースによる提言、最終報告書

報告対象期間
2026年3月期（2025年4月1日～ 2026年3月31日）
※一部に上記期間外の情報を含みます。

発行  2026年9月

（2026年3月31日現在）
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